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　　　　　　　除雪車に気をつけて

　冬を迎え道路の除雪作業をしている除雪車　、、、、、．慈

には、充分気をつけてください。また、流雪懸鞠議、
溝での作業は腫や幼児の転落事故に気を薫、融
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
つけてください。使用後は速やかにふたをす　1…。．

るほか、作業中は十字枠をはずさいようにみ　鰻　　、馨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隆んなで気をつけましょう。　　　　　　　　　、　　…



　今年1年いろいろなことがありました。

　今回は、広報で取り上げた話題から紹

介します。

も。平山県知事来町の際、竹

クスさんの庭にて記念撮影

1
月
9
～
1
0
日
　
第
2
1
回
世
田
谷
新
年
子
ど
も
祭
1
2
人
が
参
加

1
月
1
8
日
　
第
52
回
県
高
校
ス
キ
ー
大
会
男
子
リ
レ
ー
で
松
代
高
校
が
優
勝
。

1
月
3
0
日
　
第
1
4
回
上
石
巖
杯
争
奪
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
に
㎝
人
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
開
催
。
中
学
女

　
　
　
　
　
子
2
・
3
年
の
部
で
若
月
ゆ
か
り
選
手
が
優
勝
。

2
月
8
日
～
m
日
　
第
3
7
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
（
福
島
県
猪
苗
代
町
）
、
8
日
男
子
1
0
，
。
ク
ラ
シ
カ
ル
で
関

　
　
　
　
　
谷
和
樹
選
手
9
位
入
賞
。
9
日
女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
5
，
。
関
谷
由
希
選
手
8
位
入
賞
。
1
0
日
、
女
子
リ

　
　
　
　
　
レ
ー
新
潟
県
チ
ー
ム
（
ア
ン
カ
ー
関
谷
智
美
選
手
）
3
位
入
賞
。

2
月
1
0
日
　
第
4
9
回
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
長
野
県
飯
山
市
）
男
子
4
0
，
。
リ
レ
ー
で
9
位
入
賞
。
（
小
堺
直
人
、
関
谷
則

　
　
　
　
　
和
、
斎
藤
雄
治
、
宮
澤
健
二
各
選
手
）

2
月
1
0
日
～
1
5
日
　
第
3
回
早
稲
田
大
学
雪
掘
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
3
5
人
が
来
町
。

2
月
2
0
日
～
2
2
日
　
第
5
5
回
国
体
冬
季
大
会
（
富
山
県
大
山
町
）
少
年
男
子
1
5
，
。
で
宮
澤
健
二
選
手
5
位
入
賞
。

　
　
　
　
　
2
2
日
の
リ
レ
ー
で
新
潟
県
チ
ー
ム
（
ア
ン
カ
i
宮
澤
選
手
）
3
位
に
入
賞
。

3
月
n
日
～
12
日
　
第
1
3
回
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
　
2
万
2
千
人
が
楽
し
む
。
ま
た
、
12
日
の
雪
中
鉄
人
レ
ー

　
　
　
　
　
ス
「
の
っ
と
れ
！
松
代
城
」
に
㎜
人
が
申
し
込
み
、
城
主
に
尾
島
誠
さ
ん
（
柏
崎
市
）
。

3
月
3
1
日

4
月
－
日

　
〃

4
月
2
9
日

5
月
3
日

5
月
2
6
日

6
月
n
日

6
月
2
0
日

6
月
2
4
日

6
月
2
5
日

7
月
－
日

7
月
1
9
日

7
月
2
0
日

7　7
月月
2623
日　～

～26
28日
日

東
頸
バ
ス
田
野
倉
経
由
大
島
村
大
平
行
き
山
平
線
の
バ
ス
廃
止
。

当
町
と
松
之
山
町
の
両
町
の
障
害
者
通
所
作
業
所
「
し
ぶ
み
の
家
」
が
開
所
。

山
平
地
区
に
町
運
営
の
バ
ス
が
運
行
。

菅
刈
田
沢
八
王
子
交
流
会
の
皆
さ
ん
三
多
摩
メ
ー
デ
ー
で
交
流
。

新
成
人
61
人
が
総
合
セ
ン
タ
ー
で
成
人
式
。

平
山
知
事
が
来
町
し
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制
度
推
進
地
域
懇
談
会
（
会
場
…
芝
峠
レ
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
峰
）
、
課
題
別
懇
談
会
（
会
場
…
ふ
る
さ
と
会
館
）
が
開
催
さ
れ
る
。
ま
た
、
カ
ー
ル
・
ベ

ン
ク
ス
さ
ん
（
竹
所
）
の
茅
葺
屋
根
の
民
家
を
再
生
し
た
家
を
見
学
し
な
が
ら
集
落
の
皆
さ
ん
と
懇
談
。

松
代
町
文
化
協
会
所
属
3
1
団
体
の
芸
能
発
表
会
（
会
場
…
総
合
体
育
館
）
。

松
代
浄
化
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
。

松
代
町
緑
の
少
年
団
が
世
田
谷
区
祖
師
谷
公
園
で
ブ
ナ
を
植
樹
。

第
4
2
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
。

松
寿
大
学
「
い
ろ
り
」
2
0
号
発
行
。

大
地
の
芸
術
祭
前
夜
祭
（
会
場
…
松
代
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
）
山
下
洋
輔
さ
ん
ほ
か
の
演
奏
に
㎜
人
ほ

ど
が
参
加
。

大
地
の
芸
術
祭
初
日
　
世
田
谷
区
か
ら
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
と
八
王
子
市
職
員
組
合
か
ら
の
応
援
団

を
迎
え
て
開
幕
。

　
　
春
の
体
験
学
習
に
続
い
て
八
王
子
市
職
員
組
合
が
田
沢
、
菅
刈
の
子
ど
も
会
と
交
流
学
習
。

　
　
　
交
流
2
0
周
年
事
業
と
し
て
、
町
内
小
学
校
児
童
早
稲
田
大
学
で
科
学
実
験
「
ユ
ニ
ラ
ブ
」
を

2
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楽
し
む
。

7
月
2
9
日
　
小
屋
丸
集
落
で
火
災
発
生
。

7
月
3
1
日
～
8
月
1
日
　
世
田
谷
区
民
祭
に
2
0
人
が
参
加
。

7
月
2
9
日
　
松
代
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
上
越
地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
、
県
大
会
に
出
場
。

8
月
12
日
～
1
4
日
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
須
川
展
也
氏
ほ
か
を
迎
え
て
第
7
回
松
代
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン

　
　
　
　
　
プ
を
開
催
、
7
0
人
参
加
。

8
月
1
3
日
　
当
町
と
松
之
山
町
の
観
光
協
会
主
催
に
よ
る
第
2
回
山
藤
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
。
作
品
は
、

　
　
　
　
　
鋤
点
応
募
が
あ
り
、
特
選
に
は
上
越
市
の
梅
田
容
雄
さ
ん
。

8
月
1
5
日
　
ス
ペ
イ
ン
の
ア
レ
ン
チ
・
デ
・
ム
ン
ソ
ン
村
長
は
じ
め
同
村
の
民
族
舞
踊
の
エ
ス
パ
レ
・
ダ
ン
サ
イ

　
　
　
　
　
レ
の
一
行
4
1
人
が
来
町
し
、
室
野
の
牛
の
丸
焼
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
。

8
月
2
6
日
　
平
山
県
知
事
を
お
迎
え
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
く
ほ
く
の
里
竣
工
式
。

9
月
1
日
～
1
0
日
　
世
田
谷
美
術
館
展
を
開
催
、
期
間
入
場
者
は
5
、
O
O
O
人
。

9
月
1
0
日
　
大
地
の
芸
術
祭
閉
会
。
（
期
間
入
場
者
1
6
8
、
O
O
O
人
、
当
町
に
4
8
、
4
5
1
人
）

9
月
1
8
日
　
早
稲
田
大
学
奥
島
総
長
が
来
町
。

　
〃
　
　
松
代
中
学
校
寄
宿
舎
が
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
i
「
松
和
荘
」
と
し
て
開
所
。

9
月
2
9
日
　
第
1
4
回
東
頸
城
郡
駅
伝
競
走
大
会
、
松
代
中
学
校
が
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
。

9
月
3
0
日
～
m
月
1
日
　
第
1
0
回
ロ
・
マ
ン
2
4
（
2
4
時
間
耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
）
に
54
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
』

　
　
　
　
　
し
て
開
催
。
東
芝
柏
崎
チ
ー
ム
が
優
勝
。

10

月
1
8
日
　
松
代
町
長
寿
社
会
対
策
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
高
齢
者
町
民
安
全
大
会
（
会
場
…
総
合
体
育
館
）
に
㎜
人

　
　
　
　
　
参
加
し
て
開
か
れ
る
。

10

月
⑳
日
　
東
頸
地
区
地
域
づ
く
り
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
会
場
…
総
合
セ
ン
タ
i
）
㎜
人
参
加
し
、
開
催
さ
れ
る
。

m
月
2
2
日
　
新
潟
県
知
事
選
挙
。

10

月
2
8
日
　
松
之
山
町
と
共
催
で
安
塚
土
木
事
務
所
松
代
分
所
5
0
周
年
記
念
事
業
を
芝
峠
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
を

　
　
　
　
　
会
場
に
行
う
。

　
〃
　
　
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
大
正
琴
を
楽
し
む
会
（
会
場
…
総
合
体
育
館
）
に
2
4
団
体
獅
人
が
参
加
し
て
行
わ

　
　
　
　
　
れ
る
。

n
月
1
7
日
　
第
1
0
回
新
潟
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
（
刈
羽
村
）
で
松
代
中
学
校
男
子
が
6
位
に
入
賞
、
1
区
五

　
　
　
　
　
十
嵐
真
悟
選
手
区
間
賞
。
ま
た
、
女
子
は
2
0
位
と
健
闘
。

11

月
2
3
日
　
福
島
地
区
の
一
行
が
世
田
谷
区
千
歳
船
橋
ふ
れ
あ
い
祭
に
参
加
し
交
流
。

　
〃
　
　
千
年
活
性
化
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
。

n
月
2
3
～
2
4
日
　
田
沢
、
菅
刈
地
区
の
一
行
が
八
王
子
市
の
い
ち
ょ
う
祭
に
参
加
。

12

月
9
日
　
お
座
敷
列
車
や
ま
な
み
号
「
早
稲
田
大
学
落
語
列
車
」
熊
谷
駅
～
ま
つ
だ
い
駅
間
4
5
人
限
定
で
J
R

　
　
　
　
　
東
日
本
が
運
行
。

合
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町民対話集会一最終回一 松代編

　　　　　　　　　Q　介護保険の関係で特養には今ま
介護保険について
　　　　　　　　　で入れた人も入れなくなる場合があ

ると聞いております。また、自宅介護について助成が得ら

れるのでしょうか。介護者の資格要件等が必要なのでしょ

うか。あわせて、ヘルパーの養成はこれからも行っていく

のかどうかお聞きします。

A　入所については希望をお聞きしています。今まで入所

されていた方については、引き続き5年問は入所可能です。

その間に介護度が重くなり、入所が必要な場合、引き続き

可能です。自宅介護手当は、町単独事業として介護度に応

じて支給されます。介護保険上での支給についてはまだはっ

きり決まっていません。要件等でヘルパー資格の有無につ

いても決まっていません。

　また、ヘルパーの養成事業については今年2級30人、3

級30人の定員でした。希望があれば来年以降もやりたいと

思います。

　　　　　　　　　　　Q　松代は十日町広域との関係
十日町に関する情報を
　　　　　　　　　　　を深めています。しかし、私た
ちは、新聞等の情報も少なく、あまり十日町のことがわか

らない状態です。ただ、十日町では働く場がなく困ってい

ることはわかっています。今は、交通機関が充実していま

すので、十日町市長をお迎えし、講演会等を計画してはい

かがでしょうか。合併するとなれば十日町市と思いますの

でぜひ実現をお願いしたいと思います。

A　そうした要望があればお話ししてみたいと思います。

　　　　　　　Q　大地の芸術祭の成功を願っている者
大地の芸術祭　　　、
　　　　　　　です。ギャラリーロードのおかげで観音

祭も成功に終わりました。作品は祭りが終われば撤去と聞

いていますが、原則的に終わりか。せっかくのことなので

活性化のために何らかの形で続けられないでしょうか。アー

トコンテストとかをやったらどうでしょうか。作品製作に

お金がかからないし、賞金が少しあれば良いと思います。

A　地権者及び区の方々からご協力をいただき華やかなス

タートとなりました。ギャラリーロードは期問が終われば

撤去の予定ですが、希望があれば残すことも可能です。し

かし、民家の軒先等をお借りしこ迷惑をかけているので撤

去することが前提ということです。また、お聞きした提案

については、参考にさせてもらいます。

　　　　　　　　Q　253号の改良、特に何年か前に雪崩
国道の改良工事
　　　　　　　　が出て池尻千年間が大渋滞したことが

あります。非常時の対応が必要でもあり池尻千年問につい

てと、403号の池尻室野間の改良工事の見通しについてお聞

きします。

A　253号の改良工事は現在4億円位の予算がついています

が、千年池尻間は橋が3本架かるので時間がかかるようで

す。また、403号は峠地内で工事をすすめていますので、2

ケ所同時の工事は無理ではないでしょうか。また、池尻室

野間のトンネルという話もありましたが、予算の関係から、

現道となり、用地の関係で頓挫してしまいました。駅から

高校までは平成13年夏までに開通、その後全面的に池尻千

年問に向かいます。

　　　　　　Q　環境ホルモンの関係から農薬を規制す
除草剤散布
　　　　　　るような話を聞いていますが、除草剤を規

制されると、ますます中山間地農業は厳しさを増すのでは

ないかと懸念されます。環境ホルモンの関係から規制する

といっていますが、この件で何か情報等は入っていますか。

情報が入ったら早く周知してほしいです。　　㌦’

A　新聞は見ましたがそれ以上の情報は入っていません。

今回の報道は、都会の方は農薬漬けを嫌うという主旨だと

思います。（その後、H月末現在、特に情報は入っていませ
ん。）

　　　　　　　Q　直接支払の中で50％を農業関係また
直接支払制度
　　　　　　　は活性化に使うとのことですが、農道維

持費も今までどおりにはいかないと聞いております。団地

化の仲間に入っていないところの農道について町でいまま

でどおり面倒をみてもらえませんか。また、団地化できな

いところはどうするのか。以前聞いたところでは、団地形

成したところを集落と考えてよいとのことでしたが不合理

が出てくるのでないかと思います。桐山では2町歩の団地

があるが、その他に4本の農道があり、それも賄えといわ

れるのであればやめた方がましだという意見もあります。

農薬、敷砂利、砕石等を出すのは大変です。

A　お話はわかりますが、極力直接支払の中でやって頂き

たいところです。また、集落ぐるみということで考えてい

ただき、この団地のお金だからこの団地に使うという考え

は捨てて、イベントなど集落づくりにも使ってもらいたい

と思います。
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東頸城郡中学校新人競技大会から
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規
91

一町内小学校マうワし記録会から
一1キロー
順盤 爆難鋸讐鞭醗鍵灘灘難鰹鰺 建蘂男霧磯雛禦繕毯薮懸欝㈱

1 関　谷　　　　翼 松　　イ　 柳　　　　遼　太 孟　　地

2 佐　藤　友　樹 奴奈川 佐　藤　亮　太 ノソ

3 高　野　泰　介 松　　代 関　谷　友　明 松　　代

4 菅　井　雄　也 孟　　地 柳　　　　将　吾 奴奈川

5 関　谷　友　貴 松　　代 畔　上　洋　裕 松　　イ　

6 ノ」、堺錬太郎 奴奈川 室岡未来雄
ノノ

糠懲i 嶽驚難馨繍灘購臨4灘3魏麟 雛鑛叢覇磯欝繋覇鰻麹穫〉

1 柳　　　　幸　江 松　　代 山　本　　　　栞 孟　　地

2 石　田　　え　　り 孟　　地 関　谷　　　　唯 松　　代

3 松　山　　　　舞 ノノ 柳　　　　由　紀 孟　　地

4 高　野　樹　璃 松　　イ　 齋　木　　　　優 ノソ

5 松　澤　佳　奈 ノノ 柳　　沙綾果 ノソ

6 横　尾　悠　里 ノソ 市　川　史　織 松　　代

一2キロー
顯雛i 鰺嚢縷羅悪磯擾欝羅潔醤灘講鑛鱒 灘鎌1男畢魏臆襲懲霧灘蚕鞭妻

1 相　沢　祐　樹 松　　イ　 柳　　　　　　凌 孟　　地

2 五十嵐羊太 ノノ 長谷川和也 松　　代

3 高　橋　健　斗 ノノ 重　野　雄　介 ノソ

4 松　山　拓　也 孟　　地 柳　　　　真　理 ノソ

5 鈴　木　貴　也 松　　代 室岡優紀雄 ノソ

6 井　上　友　貴 ノソ 高　橋　　　　大 ノノ

順雛 鑛鎌麹駿諜嚢鍵騰蟹鰻灘驚懸灘妻 灘難叢蕪鰻勝欝騰繋懇灘妻

1 秋　山　美　幸 松　　イ　 市　川　正　恵 松　　代

2 寺　崎　由　美 ノノ ノj￥嶋な1つみ 孟　　地

3 梧　澤　相3　葉 ノノ 五十嵐さくら 松　　代

4 柳　　　　瑞　穂 孟　　地 中村江美香 ノソ

5 相　澤　里　奈 松　　イ　 山本あゆみ 孟　　地

6 佐　藤　干　紘 奴奈川 柳　　　さをり ノノ

一3キロー
・擬簸’ 覇鰯灘鰯翻鱒1 懸難馨鑑灘鋼麟麟醗灘欝鑛繊

1 ノ」￥　堺　雄　太 松　．代 五十嵐太博 松　　代

2 五十嵐春彦
ノノ 市　川　賢　司 ノソ

3 駒　形　知　彦 ノノ 井　上　智　晴 ノソ

4 関　谷　　　　綾 ノノ P萬　羽　智　雄 ノソ

5 柳　　　　隼　人 孟　　地 中　村　智　之 ノノ

6 相　沢　健　太 松　　代 高　橋　孝　太 ノノ

・1膿i醗 ・難難難難嚢鱗繋鐵欝難i麟婁 難難綴藩鰻勝醗難麟謬灘襲㈱

1 山　岸　玲　子 松　　代 樋ロ友佳子 松　　代

2 石　田　沙　織 孟　　地 高橋いつか ノソ

3 柳　　真奈美 松　　イ　 佐　藤、杏　美 ノソ

4 関　谷　絵　梨 ノノ 柳　　　　鮎　美 ノソ

5 市　川　麻　美 ノノ 中　村　道　恵 ノソ

6 ノ」￥堺　真　央 奴奈川 若　井　典　子 ノソ

寄せられた各種大会o～結果から
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できごと

　　　　　　　　　　て状るむ　演い智　てた参画かぱ　深ずど灘蓬襯腕のレー輝鱒雛）・12社女主をな弥またr）加社らい集めさい11
　　　　　　　　　　ま・会性催行が子たいしす会参運いまわが月

す7形がしいらさ’Lなるに加動でしる開14
L茉f成男たまもん小といのつしのはたグ催日
　　　　　　　　　　　　　　　　、　　O、

最
初
に
松
代
の
高
橋
ス
ミ
子
さ
ん
が
花
い
っ

取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
。
続
い
て
、
松
代

た
牧
田
保
代
さ
ん
ほ
か
に
よ
る
男
女
共
同
参

い
て
の
朗
読
劇
が
披
露
さ
れ
「
女
性
が
社
会

を
、
女
性
自
身
が
ね
た
ん
だ
り
足
を
引
っ
張
っ

で
、
も
っ
と
前
向
き
に
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き
る
雰
囲
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を
育

い
っ
た
感
想
も
聞
か
れ
ま
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た
。

国
町
在
住
で
現
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俳
句
協
会
会
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の
長
谷
川

が
『
私
と
仕
事
と
俳
句
』
と
題
し
て
夫
を
失

・
、
会
社
を
切
り
盛
り
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体
験
を
交
え
て
講

し
た
。

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
「
農
村
に
住

．
性
と
と
も
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
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参
画
で
き

が
重
要
、
農
業
関
連
の
審
議
会
に
は
2
0
警
（
現

）
、
地
域
で
の
役
員
等
に
は
3
0
新
を
目
標
と
し

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

n
月
1
4
日
芝
峠
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泉
に
お
い
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東
頸
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女
性
の
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い
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開
催
さ
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、
郡
内
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農
業
や
生
活
改
善
活
動
に
た

さ
わ
る
グ
ル
ー
プ
か
ら
9
0
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
交
流
を

▼いっしょに口ずさむ

煮
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蟹
．
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ー
松
代
中
…
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ま
く
ま

　
　
　
‘
　
　
　
　
　
‘

　
n
月
1
8
日
、
松

の
生
徒
2
8
人
が
町

く
の
里
」
で
お
茶

し
て
施
設
で
の
誕

お
茶
の
時
間
に
は

ど
お
な
じ
み
の
曲

緒
に
口
ず
さ
む
姿

生
徒
は
「
接
し
方

り
ま
し
た
が
、
今

話
し
て
い
ま
し
た

　
演
奏
の
あ
と
は

　
　
　
　
　
ヤ

午
後
の
ひ
と
と
き

話
を
楽
し
み
な
が
ら
、

し
た
。

委
員
会
と
吹
奏
楽
部

人
ホ
ー
ム
「
ほ
く
ほ

タ
オ
ル
の
整
理
、
そ

り
を
手
伝
い
ま
し
た
。

を
む
い
て
歩
こ
う
な

テ
ィ
ア
の
生
徒
と
一

は
じ
め
て
参
加
し
た

い
い
の
か
不
安
も
あ

か
っ
た
で
し
た
」
と

蟷　
遷
　
　
遙

地域高規格道路「上越魚沼地域振興1央速道路」の三和安

塚間も着工し、道づくりをどのように地域活性化につなげ

るかをテーマに、第1回を当町で行い（広報11月号掲載）、

安塚町でのワークショップを経て、全体シンポジウムが11

月25日、大島村ふれあい会館で行われました。会場には800

人ほどが集まり、当町からも80人ほどが参加しました。

フォーラムでは、当町で北海道由仁町でハーブをいかし

た地域づく1）について講演をした小沢英子さんのハーブガー

デンに当初の計画から係わっている三井物産戦略研究所の

園田正彦さんが「町おこしの経営学」と題して講演。その

後、越後田舎体験の事務局をつとめる安塚町雪だるま財団

の小林美佐子さんなど6人のパネリストによる討論が行わ

れました。その中で小林さ

んは「広域ですすめてきた

田舎体験から町おこしに結

びつくことがでれば」と、

また、県議の村松二郎さん

は「生産活動から産業を作

り出すのには限界があり、

住んでいる人が喜んで暮らすことができなければ、よそか

ら人も来ない」と話していました。住んでよし、訪れてよし、

そんな地域への期待が込められたシンポジウムでした。

直接対話で幅広く意見を県政に反映させることをねらい

に行っている「知事とのさわやかトーク」が11月24日、十

日町市の十日町市民会館で行われ、当町や松之山町を含む

十日町広域6市町村から約500人ほどが参加しました。

会場では、池尻在中の室岡励さんなど8人が、高規格道
路や国宝となった笹山遺跡出土品の保存、米の生産調整、

教育などについて質問をしました。

この中で、教育に関する発言に対して、平山知事は「一

全縦湯妾謹1一．1
には、愛情を持って、地域

いてほしい」と話していま
　　　　　　　　　事とのさ麹かト醤ク

6



第19回東頸城郡美術展入賞作品から

一郡展入賞作品から一

　第19回東頸城郡美術展覧会は松之山

町民体育館で行われ、当町からは、絵

画4点、彫塑工芸6点、書道24点、写

真22点の出展がありました。

　その中から郡展賞の柳正子さんの作

品をはじめ、入賞した4点を紹介しま
す。

4111111””1””llllIl”1”IIIll”””Illll”1”IIII””1”IIlll”””II””ll””Ill””””1””IIII”』

≡　八王子市いちよう祭で「収穫祭」　≡

≡　　　　　　　　　　11月24～26日　…

　八王子職員組合と交流をすすめ

ている田沢、菅刈の皆さんと農産

加工のグループ10人程が八王子市

のいちょう祭に参加。

　体験農園で収穫した作物などを

販売したほか、当町を訪れた子供

たちと田沢、菅刈の子どもたちと

の交流も深められていました。
■IlllIIlll”lll””llllllllll”llIllll”lllll”lll”””IllIlllllllllll”1””II”III川IlllllllllllII”r

〈写真部門〉

奨励賞「竜神の御座」

高橋嵩一さん（松代）

灘．繍
，

〈写真部門〉

奨励賞「ピースキャンドル」

鈴木洋一さん（松代）

〈写真部門〉

審査員特別賞「小町娘」

齊木　勉さん（松代）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　

一
縣
・
夜
あ
納
前
齢
凝
！
踊
蕊
乳
畜
磨
齪
博

・

為
、
弾
・
躍
．
教
舞
－
f
新
承
卸
擁
礎
麗
曽

象
壷
孝
一
賜
・
碑
”
創
！
毒
嚢
驚
支
・

調．緯…

〈書道部門〉

郡展賞「王昌齢詩』

柳　正子さん（松代）

　幼稚園、保育園と小学校との連携のあひ）方を考える集い

「東頸城ブロック実践発表会」が11月25日、安塚町町民会館

で開かれ、約240人が参加しました。

　連携事業では、保護者や行政関係者を含めた推進委員会

を組織し「あいさつのできる子どもを求めて」を共通テー

マに行いました。

　当町の事例発表では、松代保育園柳ふじえ主任保育士が、

保育園の運動会に松代小1・2年を、また、松代小学校の

「松代っ子夏祭り」行事に松代保育園児年長を、それぞれ招

待した実践活動から「自発的にあいさつをする子どもが増

え、地域の人にも積極的にあいさつをするようになりまし

た」と話していました。また、孟地小学校小山孝恵教諭は、

孟地小学校で行なっている保育園年長の1日学校体験の中

から、「食の講話や親子で給食を体験したことで、園児の親

が食事に野菜を加えるなどの配慮をする保護者が増えまし

た」と話していました。

　また、会場には郡内の栄養職員による食と健康について

のコーナーも設けられ、松代小学校の大図由紀栄養士は「心

と体の健康は、食生活とも深い関係があります。家庭でも

食について考えてほしい」と話していました。

　孟地小学校から参加した保護者の一人は「1日学校体験

は、とても参考になりました。学校に対する不安が解消し

ました。子どもも早く学校に行きたいと話しています」と

取り組みへの感想を話していました。

擁雀鱈構iの纏薫懇難篶響懸燐懸
　　　　　　　　　　一斎藤馨郎難の講演糞開催一

　新潟日報の「なんでも相談ゴで好評な教育評論家の斎藤

次郎さんの講演が松代町P　T　A連絡協議会などの主催で11

月19日ふるさと会館ホールで行われ、町内外から集まった

120人ほどが、熱心に講演に聞き入っていました。

『子どもの欲求とおとなの期待』と題して行われた講演の

中で、斎藤さんは平成7年、56歳のときに青森県百石町の

小学校4年生と1年間児童と教室で過ごした体験を、「授業

と授業の間の休み時間がとても待ち遠しかった」などとユー

モアを交え「大人が忙しがった｝）、教えたがった｝）せず、

もっと子どもの言うことに耳を傾け、聞き上手になること

も大切。例えば、命令調のしゃべりかたを止めて、語尾を

上げて問い掛け、相手に答えを考えさせることも必要」と

話していました。
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故
郷
を
離
れ
て
四
十
五
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
　
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十

年
）
上
京
し
た
私
は
東
京
に
は
人
が

多
く
、
全
て
の
人
が
忙
し
そ
う
に
、

小
走
り
に
活
動
？
　
し
て
い
た
姿
（
風

景
）
を
半
世
紀
近
く
過
ぎ
た
今
で
も

フ
ッ
と
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

戦
後
十
年
、
ま
だ
ま
だ
戦
後
の
混
乱

を
あ
ち
こ
ち
で
目
に
す
る
時
で
し
た
。

上
野
や
新
宿
な
ど
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で

は
復
員
兵
姿
で
義
援
金
を
求
め
る
光

景
を
目
に
し
ま
し
た
。

　
又
一
方
、
一
九
五
七
年
（
昭
和
三

二
年
）
前
期
の
試
験
も
終
わ
り
、
稲

刈
り
の
手
伝
い
に
夜
行
列
車
で
帰
省

し
た
朝
、
手
に
し
た
新
聞
に
驚
き
ま

し
た
。
ソ
連
の
有
人
人
工
衛
星
打
ち

上
げ
の
記
事
で
紙
面
を
埋
め
尽
く
し
、

ま
る
で
別
の
世
界
へ
眠
っ
て
い
る
間

に
連
れ
て
行
か
れ
た
よ
う
な
気
持
ち

で
一
杯
だ
っ
た
事
も
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
の
後
の
我
が
国
の
復
興
は
目
覚

ま
し
く
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
す
．
宇
宙
開
発
の
技
術
が
我
々
庶

　
ゑ端鑑痴

ミ
畷

騰

民
生
活
の
機
器
（
道
具
）
に
大
き
く

寄
与
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
経

済
優
先
、
利
便
性
を
追
求
し
、
大
量

生
産
、
大
量
消
費
の
時
代
が
続
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
一
時
期
は
小
川

の
メ
ダ
カ
や
、
た
ん
ぼ
の
タ
ニ
シ
、

ど
じ
ょ
う
等
は
姿
を
消
し
、
化
学
先

行
、
利
便
追
求
の
時
が
流
れ
、
こ
の

三
十
年
の
間
に
地
球
温
暖
化
が
進
み

気
温
を
二
～
三
度
も
上
げ
た
、
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
環
境
の
問
題
を
思
う
と
き
も

故
郷
を
思
い
出
し
ま
す
。
花
粉
症
な

ど
聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
子
供

の
こ
ろ
は
、
杉
の
実
テ
ッ
ポ
ウ
な
ど
、

花
粉
で
全
身
真
っ
黄
、
色
に
な
っ
て
遊

ん
だ
も
の
で
す
．

　
今
、
二
酸
化
炭
素
の
増
加
を
は
じ

め
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、

環
境
ホ
ル
モ
ン
、
な
ど
環
境
問
題
が

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
あ
ま
り
に
も
便
利
さ
、
快

適
さ
を
求
め
す
ぎ
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ

ン
よ
り
高
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の

水
を
購
入
し
、
持
ち
歩
く
な
ど
以
前

に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
行

わ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
化
学

製
品
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
事
が
必
要

で
す
。

　
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
は
青
く
美
し

い
ス
バ
ラ
シ
イ
星
だ
と
、
宇
宙
飛
行

士
の
報
告
を
思
い
起
こ
し
、
今
こ
の

地
球
に
生
き
る
私
た
ち
の
責
任
と
義

務
の
元
に
、
「
自
然
と
共
存
す
る
持
続

可
能
な
社
会
」
を
二
十
一
世
紀
へ
引

き
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
我
が
国
に
お
い

て
も
、
循
環
型
社
会
を
目
指
し
、
環

境
基
本
法
を
は
じ
め
、
そ
の
枠
組
み

の
法
律
が
続
々
と
制
定
さ
れ
て
参
り

ま
し
た
。
大
量
消
費
・
利
便
追
求
の

社
会
か
ら
、
大
き
く
ハ
ン
ド
ル
を
切

り
替
え
、
安
心
・
安
全
な
社
会
（
環

境
）
を
、
そ
の
仕
組
み
を
、
二
十
一

世
紀
へ
、
次
の
世
代
へ
、
引
き
継
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
伊
豆
の
棚
田
復
活
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
に
新
幹
線
を
乗
り
継
ぎ
、
多
く

の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
、
今
、
自
然
、
環
境
に
つ
い
て

多
く
の
人
達
は
興
味
、
感
心
を
持
っ

て
い
ま
す
．

　
自
然
・
環
境
・
安
全
・
安
心
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
環
境
先
進
国
ド
イ
ツ
の

施
策
な
ど
を
参
考
に
、
何
が
で
き
る

か
、
何
を
す
べ
き
か
、
み
ん
な
で
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
一＋
一

世
紀
（
次
世
代
）
へ
の
引
き
継
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
田
　
秀
也
　
　
（
峠
●
高
札
）
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i東京
…
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ミ

ミ
新年会で会いましょう

i
l　平成13年度の新年総会は1月21日
き

i（日）です。先日、会員の皆さんには会
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　リ
i報10号と一緒に案内状を差し上げま
ヨ

iしたが、今までと違う点をお知らせ
ヨ

iしておきましょう。
ヨ

1①会場が変わります
重

i　これまで使っていた東急文化会館
き

iゴールデンホール（渋谷駅の青山側）
き

iは閉鎖されました。
ヨ

i　今回は反対のハチ公側にある井の
き

i頭線ホームの上に新築された渋谷エ
ミ

iクセルホテル東急6階宴会場になひ）
ヨ

iます。J　R渋谷駅とは通路で繋がっ
ヨ

1ています。同じ渋谷ですが、お間違
3

いのないようお願いします。

②全員着席方式になります

　これまでは立食形式でしたが、今

回は円卓に10人程度着席して食事を

する形にします。ゆっくぴ）料理を味

わいながらご歓談いただけると思い

ます。しかし、この方式は予約人数

分の料理を準備するので、直前の取

消や当日欠席者が出ると無駄な支払

いが生じます。参加される方々には、

この点ご留意くださるようお願いし
ます。

③懇談時問を長くします

当日は、セレモニーを短時間で済

ませ、懇談会の時間をできるだけ長

くとるようにします。

そのため第1部では鏡割ひ）を取『）

止め、第2部でも余興は福引だけと

し、民謡やカラオケは省略させてい

ただきますのでご了承ください。

（新年会実行委員長　小堺重三郎）

〈会のうごき〉

11月10日　会報編集会議

11月11日　真鶴バスツアー反省会

11月14日　企画委員会ならびに10周

　　　年記念事業実行委員会
①平成13年度新年総会の準備

②まつだい冬の陣参加の準備

③真鶴バスツアーの報告

④会報10号の進捗状況

⑤会費納入依頼状の準備

⑥役員人事

⑦会員募集用チラシの文案ならび

　に活用方法の検討
⑧10周年募金の目標額を検討

12月2日　役員会（終了後忘年会）

12月3日　会報10号発送
1月10日　企画委員会

月いちど楽しい便りは

　　　　広報まつだい
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ひ
ろ
し

冬
囲
鉢
巻
似
合
ふ
男
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

残
菊
や
明
日
出
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っ
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農
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温
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い
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石
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し
ぶ
み
句
会

老
夫
婦
共
に
米
寿
や
葛
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ず

そ
の
上
を
鴉
の
と
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龍だ鐵冬月賛箋朴
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無
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馨慧騨薩籔黙翻

○ハクビシン

　新潟日報の日付は忘れましたが

四月中だったかに松代町寺田で珍

しい獣が捕まり、調べた結果がハ

クビシンだったが無罪釈放された

とのことでした。

　それを読んで寺田の井上覚さん

宅『きゅうすけ』へお電話してみ

ましたら奥さんが出られて、まだ

その獣が近くにいるらしく、そこ

らで見掛ける人があるとのお話で
した。

　ジャコウネコ科のハクビシンは

白鼻心と書き、中国や台湾あたり

の原産で、わが国にも渡ってきて

いたことは分かりますが松代町に

も現われたということはニュース

の価値があります。

　昔の中国の古典に『山海経』と

いうものがあり、それには東の海

の方に雷獣というものがあって、

形は小犬に似て灰色、頭が長く口

が黒く、尾は狐に、爪は鷲に似た

もので、黄帝という帝王がその献

上を受けて、その皮で鼓を作り、

その骨で叩くと、その音は轟き渡

り、五百里にも及んだ、とかいう

記事があるようです。

　このハクビシンも普段はそこら

に隠れているのに雷が鳴ったりし

て荒れると姿を現すことから雷獣

の異名があります。

　想像上の雷獣と実在の雷獣が一

致してそれはハクビシンだという

ことになってきたようです。

　明治時代の首相を勤めた桂太郎

が少年時代に、お宮に怪物がいる

との噂を聞き、雷鳴の轟く夜、現

れた怪物を生け捕りにした。それ

がこの雷獣のハクビシンだった、

というエピソードを子供の頃少年

雑誌で読んだことがあります。

　きっと雷の音に興奮して現れる

のでしょうが、木の上にいたもの

が落雷とともに現れるので誤解さ

れたのでしょう。

　別名に木紹と呼ばれるのも、こ

んな性質からでしょう。

　犬や猫を飼う家が少なくなり、

野性の獣が増えてくる傾向にあり、

ハクビシンもそのお仲間に加わっ

てきたのかも知れません。

（文・高橋八十八。カットは資料
より借用。）

　
○
…
「
タ
ヌ
キ
で
は
な
い
し
キ
ツ
ネ

で
も
訣
．
何
だ
垂
思
っ
て
い
た
井
上
さ
ん
宅
裏
無
罪
放
免

ら
…
」
　
東
頚
松
代
町
の
山
あ
い
で
こ
　
－

灘
露
”
繕
虹
参
舞
ひ
嚇
藁
粥
勧
概

て
茅
し
た
の
嵩
舅
見
け
雛
頴
糞
塾

　
鯛
鰻
初
鰭
黎
難
舞

っ
て
い
る
の
寛
つ
け
る
と
、
「
木
を
に
鍵
ぽ
翻
羅
藷
心
に
嚢

鍔
縫
建
襲
碧
壮
代
離
誘
謬
鮮
離

羅
磐
糞
饗
顎
松
催
繋
卿
縫
響
獣
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
」
と
百
合
子
さ
ん
。
自
由
の
身
に
し

珍
し
い
拷
署
獣
教
，
斜
ビ
シ
ン
　
て
も
ら
っ
た
ハ
ク
ビ
シ
ン
君
、
松
代
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
悪
さ
を
し
な
い
よ
う
に
ー
。

虜　
」
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ボ‘：うしティアo～方からo～たより③

ありがとう

柴田夏美さん

大地の芸術祭に

　　　　　参加して

渡辺 覚さん

　私が『こへび隊』に入った理由は至って単純です。

妻有に長期間滞在して大地の芸術祭を満喫したい、

ということ。もちろん、仕事の合間にですけれど。

当初の目的であり、この大地の芸術祭の主役である

多くのアーティストによる作品群には、やはを）喜び

や驚き、その他いろんなことを感じましたが、それ

を上回ったのが松代町を始めとする妻有での生活で
した。

　私は七月十九日から十二日間だけ松代町に滞在し

たのですが、本当にたくさんのものを見た｝）、知っ

た1）、教えてもらったりしました。天の川を初めて

見ました。蛍も初めて見ました。音が聞こえないく

らい遠くの雷光を見ました。雨が降った後には霧が

出ることを知りました。カエルがいっぱいいて、つ

かまえて遊びました。地元の方に何度も御馳走にな

りました。とうもろこし、じゃがいも、ぜんまい、

いろいろなお漬物。どれもとても美味しかったです。

おかげで、こっちでとうもろこしが食べられなくなっ

てしまいました。

　なんだか小学生の感想文のようになってしまいま

したが、二十歳の私にとってそれだけ松代町での日々

が、新鮮で驚きに満ちた日々だったということなの

です。『こへび隊』に入って、『松代チーム』になっ

て良かったです。

　朝の6時30分起床。僕が松代で始めた生活は最初

そんな感じだった。フリーターの僕には、はっきり

言って起床するには早すぎる時間だった。眠い目を

こすひ）僕は國安さんの手伝いにいったものだ。國安

さんの手伝いをやり始めたきっかけは些細なもので、

松代を訪れたとき國安さんの作りかけの作品を見た

とき手伝ってみようかなあなどと言ったが翌日それ

が現実になった。それから松代の宿舎に泊まること

になったが作業はきつすぎだった。いや作業よりも

暑さにばてばてだった。だけど作業を手伝っていた

おじいさん達は全然疲れた様子も見せず、黙々と作

業をこなしていたので、自分もしっかぴ）やろうと思っ

た1）もした。そんなこんなで手伝い始めて約2週間

後に作品が完成した。その2週間の中で、町の人の

中にも親しい人ができたり、温泉にガンガン入った

ン）した。その後は里の家の運営などをしていたが、

僕の予定では芸術祭会期後半の運営をするはずだっ

たのだが何故か7、8、9月と、松代に居たりした。

会期中町の人には本当に良くしてもらった。他人を

ご馳走してくれた｝）、泊めてくれたぴ）するなんて自

分が住んでいるところでは有り得ないし、自分が町

の人に自然に挨拶なんて交わすのも有を）得ないこと

だった。町の人にはそういった人情がたくさん有る

様に感じた。昼の10時起床。今はそんな感じです。

蓬醸鍵隊徽蟹群瀦．鍵囲讐屡辮歳船橋融撚瀦雛祭燵響翻轄識醜誕燃糠馨鰺羅

　農業体験や山菜採｝）などで世田谷との交流を受け入れている福島

地区7人（福島区長高橋八十八さん）が11月23日に千歳船橋のふれ

あい祭ひ）に参加しました。

　会場の希望丘公園には、野菜、あんぼ、シイタケやそばなど松代

の味覚が喜ばれていました。

　また、大地の芸術祭ボランティアのこへび隊の皆さんも駆けつけ

て、ショウガ味噌を付けたモチを焼くのを手伝いながら、「松代の味

をどうぞ」とさかんにP　Rをしていました。
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望
郷
の
う
た

今月は蓑輪喜作さんからいただいたお便りを紹介します。

蓑
輪
喜

　
早
い
も
の
で
、
今
年
の
六
月
で
こ

ち
ら
に
移
っ
て
き
て
六
年
目
に
入
っ

た
。
も
う
ま
る
五
年
も
経
っ
た
の
だ
。

故
郷
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
し
ま
え
と

言
う
友
人
も
い
る
が
、
日
が
経
つ
ほ

ど
に
故
郷
へ
の
思
い
は
深
ま
っ
て
ゆ

く
Q

　
私
の
場
合
は
学
卒
と
と
も
に
上
京

し
た
方
と
違
っ
て
、
六
十
五
年
も
そ

こ
に
生
ま
れ
そ
こ
に
の
み
暮
ら
し
て

き
た
故
郷
で
あ
り
、
し
か
も
十
六
歳

の
と
き
か
ら
学
校
用
務
員
で
あ
っ
た

か
ら
、
故
郷
を
離
れ
て
の
暮
ら
し
は

ま
っ
た
く
初
め
て
で
、
来
た
頃
は
電

車
の
乗
り
換
え
も
分
か
ら
な
い
田
舎

者
で
あ
っ
た
．

　
幸
い
移
っ
て
き
た
小
金
井
が
東
京

の
田
舎
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
ま

だ
武
蔵
野
の
面
影
が
沢
山
残
っ
て
い

て
、
雨
の
日
な
ど
は
道
に
蝸
牛
が
一
一
い
一
氾

い
、
ま
た
二
坪
ほ
ど
の
我
が
家
の
庭

で
は
あ
る
が
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
小

鳥
や
野
鳩
な
ど
が
や
っ
て
来
、
た
ま

に
は
鶯
も
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
り

救
わ
れ
て
い
る
が
、
三
百
六
十
五
日

故
郷
の
こ
と
を
思
わ
ぬ
日
は
一
日
も

な
い
。

作
（
犬
伏
・
梅
田
屋
）

　
　
　
　
小
金
井
市
在
住

　
私
は
東
京
の
友
人
達
に
よ
く
言
う

こ
と
だ
が
、
雪
は
あ
っ
た
か
い
も
の

だ
と
、
し
っ
と
り
と
し
た
湿
気
を
含

ん
だ
雪
国
の
気
候
は
、
カ
ラ
カ
ラ
に

乾
燥
し
て
木
枯
ら
し
の
吹
く
東
京
の

気
候
と
違
っ
て
、
人
間
の
体
に
と
っ

て
は
最
高
で
あ
る
。
そ
し
て
思
う
こ

と
は
そ
こ
に
住
む
人
間
の
暖
か
さ
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
五
年
間
と
い
う
と
あ
れ
や
こ
れ
や

と
都
会
の
人
達
と
の
お
付
き
合
い
も

多
く
な
っ
た
。
み
ん
な
私
と
違
っ
て

高
学
歴
の
人
達
ば
か
り
で
あ
る
が
、

そ
れ
な
り
の
お
付
き
合
い
が
で
き
て

い
る
の
は
、
あ
の
四
十
四
年
の
用
務

員
人
生
か
ら
学
ん
だ
も
の
で
あ
り
、

故
郷
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
心
で
あ
り

い
つ
も
感
謝
し
て
い
る
。

　
そ
う
い
う
私
の
こ
の
五
年
間
の
歌

を
拙
い
も
の
で
す
が
少
し
記
し
て
み

た
い
。

　
私
の
歌
を
望
郷
の
歌
だ
と
言
っ
て

く
れ
る
歌
人
も
あ
る
が
、
い
つ
も
故

郷
松
代
を
根
底
に
し
た
歌
で
あ
り
、

歌
は
人
の
心
、
暖
か
さ
を
と
言
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
画

る
が
、
今
後
も
そ
の
こ
と
を
目
指
し

て
作
り
続
け
て
ゆ
き
た
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
．

幾
百
万
の
明
り
き
ら
め
く
夜
の
街
暗

き
彼
方
に
故
郷
が
あ
る

小
金
井
が
住
み
よ
き
と
こ
ろ
と
言
い

つ
つ
も
心
は
常
に
故
郷
に
む
く

た
が
い
の
名
い
ま
も
屋
号
で
呼
び
か

わ
す
故
郷
の
友
ら
し
き
り
恋
し
き

雪
で
困
り
雪
で
離
村
を
せ
し
わ
れ
の

離
れ
て
み
れ
ば
雪
も
な
つ
か
し

忘
る
な
き
わ
が
故
郷
の
春
の
山
か
げ

ろ
う
燃
え
て
人
は
息
づ
く

わ
れ
な
き
あ
と
沢
の
「
ぜ
ん
ま
い
」

誰
が
採
る
崖
っ
ぷ
ち
の
大
き
株
の
な

つ
か
し

あ
し
た

明
日
よ
り
「
ほ
く
ほ
く
線
」
は
開
通
す

と
に
わ
か
に
募
る
望
郷
の
念

夜
の
明
け
ぬ
わ
が
家
の
前
の
雪
ふ
み

て
峠
に
む
か
い
き
駄
賃
取
り
の
人
ら

東
京
駅
に
来
る
た
び
思
う
新
幹
線
に

乗
れ
ば
こ
の
ま
ま
故
郷
に
ゆ
け
る

田
植
終
り
村
の
夜
空
に
ま
た
た
き
し

蛍
の
群
舞
い
ま
に
忘
れ
ず

家
屋
敷
捨
て
て
出
で
た
る
故
郷
が
い

ま
「
の
ど
自
慢
」
あ
テ
レ
ビ
に
映
る

八
月
十
七
日
は
故
郷
犬
伏
の
祭
な
り

灯
籠
を
か
つ
ぐ
人
ら
目
に
顕
つ

目
の
前
の
公
園
の
林
の
い
ろ
づ
き
て

老
い
妻
の
弾
く
唱
歌
「
里
の
秋
」

杳
き
日
の
友
に
会
い
た
る
心
地
し
て

松
之
山
産
の
「
な
め
こ
」
買
い
た
り

離
村
の
い
ま
二
度
と
ゆ
く
こ
と
な
き

村
々
を
頭
の
中
で
た
ど
る
日
の
あ
り

わ
が
歌
集
に
自
分
を
重
ね
涙
ぐ
む
中

卒
で
紡
績
に
ゆ
き
た
る
一
人

放
課
後
を
用
務
員
室
に
来
し
生
徒
ら

よ
思
い
は
深
し
一
人
一
人
に

四
十
四
年
勤
め
し
孟
地
小
学
校
は
わ

れ
の
死
ぬ
ま
で
わ
れ
の
学
校

生
き
て
さ
え
い
れ
ば
そ
の
う
ち
に
会

え
る
の
だ
と
い
つ
も
電
話
の
最
後
に

言
う
な
り

四
十
四
年
勤
め
し
校
舎
の
見
ゆ
る
丘

や
が
て
還
ら
ん
ふ
る
さ
と
の
土
に

・
冊

　　　　　　　塵　　　　　　灘　　　　悪　　　凱　撫蹴

上越市在住の杉みき子さん著書

『～歌集～わが町わが祭』

　　　　　　　　　（文化印刷）

芝峠で講演した長谷川智弥子さん著書

『一利根川裕編集一智弥子百句』

　　　　　　　（おぐに山荘出版）

村山達三さん著書

『松之山・松代あれこれ』

「さすが、東部タクシーの村山さん、やっ

てくれました」との声もある松之山郷の観

光スポットを掲載した冊子。希望する人は

東部タクシーまで。

欝灘
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世田谷新年子ども祭で
　　　　　　協力できる人を募集します

　町では、世田谷新年子ども祭で雪のプレゼントを毎

年行っています。今から、世田谷の子どもたちは雪を

こころまちにしているとのことで、今年も雪のプレゼ

ントを計画し、あわせて協力できる人を募集しています。i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　祭ン）の日程は、平成13年1月13日～14日（土・日）　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨで、世田谷区役所内の中庭で、スロープを利用したそ　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨぴ）コースやかまくらを作る予定です。その他、松代の　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きイベント「冬の陣」のPRを行います。　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　申し込みを希望する人や詳しい内容の問い合せは地　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　域振興係までご連絡ください。　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　〈オーフニングを飾る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　松苧太鼓

道路除雪に協力ください

　今年も降雪の時期をむかえ、道路除雪がはじまケ）ま

す。最近除雪作業を行なううえで支障となるケースが

見受けられます。

　円滑な除雪は、地域住民の生活を確保するうえから

必要ですので、次の点についてご協力ください。

①排雪場（雪捨場）の確保にご協力．ください

　近年、除雪作業車のオペレーターに「雪をださない

でほしい」という声が寄せられ除雪に苦労しています。

多い雪のときには、除雪が遅れて通勤・通学に支障を

生じかねません。また、排雪場とした場所は、春先除

雪をしていますのでご協力ください。

②除雪は幹線道路を優先に行なっています。

③除雪が終わってから雪を道路に出さない。

④自動車の路上放置はやめましょう。

　路上駐車は、除雪の妨げや交通事故につなが呼）ます

ので、地区で決められた場所などに駐車してください。

●道路改良等により新たに除雪の対象となる路線

　蓬平居村線（新規）／千年橋お宮線（新規）／蒲生居

　村線（延長）／松代大新田1・2号線地内（延長）／

　松代中央線歩道（ハマダ

　ヤ～駅）

●小型投雪機を新規及び追

加で導入した地区

　太平・千年・犬伏・仙納

（送料別途）●おら里自慢の詰め合わせセット！

　3，G80

ぶなの森の天水米2Kg

言瞭のわが家　蝶噌　1K竃

いと力鰭まトちゃか寸“潰け

βの出そば　2袋

　’髪3，500

　ゆきちから　自餅班ε．’

馨灘峠のわが家　瞭噌1Kg’

　出うど醤油演け

　姫竹水煮　1袋

薯些，80G

ぶなの森の芙水米5Kg

ゆきちから　白餅1Kg

出撤の輿

ふきのとうみそ

．1松代自慢の

杵つき餅

、ゆきちから

1白餅￥1，000

苺餅戦，100

難三色　￥1，100

みそ潰け各穆

大搬

野菓

こんぶ

・難しい粕演けi

糸かぼちゃ

梨なす35騙i

きゅうり

500g　　￥500

き　　　　し　　　　ま　　　　ヤもぐら塩演け1
　　　　…
　　　　ヰ三Kg　￥1，0001
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12月23日（祝・土）

ファミリースキー場オープン

　ーデイタイム（日中）リフト無料、

　　　R253降りるとすぐスキー場一

越後まつ

　　コ　ース　　　　　　　　　　　’

●コース総面積…5．8ha　　　■営業時間

●最長滑走距離…800m　　　　デイタイム

●標高差一…・…・200m　　　　　　AM9：00～PM4＝45

●最大斜度…………24度　　　　ナイター

●コース数…………3本　　　　PM6：00～PM8：45

●リフト数…………2本　　※上級コースのナイター営
■営業期間　　　　　　　　　　業は休祝祭日の前日のみ

　12月中旬～4月上旬　　　　　営業

　　鱗撫一藏

S　A　J公認、2時問2，000円～

■松代スキー学校　盈02559－7－3929

　
　
！
ト
難
、

　
　
始
唱

、
開
仕
．

陣
付
日

穣
鐸
第
傍
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
、

一冬の陣は平成

〉
冬
の
陣
ポ
ス
タ
ー

　　料　　釜　　　　　　　　へ
●リフト料金

　1回券…………150円

半習馨篇響雛難。藤馨翫
　1日券……2’500円　懇懇・畿墜　　郷

まつだい

松代ファミリースキー場

〒942－1544新潟県東頸城郡松代町千年

奮02559－7－3330圃02559－7－3331

お闘擁綴漁難

超後松代幕府（越後まつだい冬の陣実行委員会）

　　　　東頸城郡松代町大字松代3252－1

TEL．02559－7－2220　　FAX．02559－7－2526

謙一戴ペー灘　http＝／／www．d4．dion．ne．jp／～matuda

ス
キ
ー
で
滑
っ

た
後
は
温
泉
で

　
　
い
よ
い
よ
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
松
之
山
温
泉

　
ス
キ
i
場
で
は
順
調
に
い
け
ば
、
今
月
の
1
6
日
オ
ー
プ
ン
と
な

　
り
ま
す
。

記
受
け
入
れ
て
お
り
・
シ
ー
ズ
ン
中
は
大
会
も
行
っ
て
い
ま
す
・

歩
コ
ー
ス
設
定
も
専
用
コ
ー
ス
を
設
け
た
り
・
壁
や
ジ
ャ
ン
プ
台

て　
を
作
っ
て
、
よ
り
自
由
な
乗
り
方
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て

見　
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
始
め

と　
よ
う
と
い
う
方
に
も
、
広
く
て
な
だ
ら
か
な
初
心
者
コ
ー
ス
が

考
㌧　

あ
り
、
安
心
し
て
始
め
ら
れ
ま
す
。

る
》
　
　
ス
キ
ー
の
後
は
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
鷹
ノ
湯
」
や
「
ナ
ス
テ
ビ
ュ
ー

占 ⑳
当
ス
キ
i
場
で
は
以
前
よ
り
ス
で
ボ
ー
ド
を
積
極
的
に

城
暢
の
山
」
な
ど
の
温
泉
施
設
で
汗
を
流
し
て
い
か
れ
て
は
い
か

緬
帆
が
で
し
ょ
う
。
日
本
三
大
薬
湯
と
言
わ
れ
る
松
之
山
温
泉
で
ス

由
小
キ
ー
の
疲
れ
や
筋
肉
痛
も
癒
さ
れ
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

　
　
「
寒
い
寒
い
」
と
家
の
中
に
ば
か
り
い
な
い
で
、
こ
の
冬
は
久

　
し
ぶ
り
に
ス
キ
ー
を
し
て
、
せ
っ
か
く
の
雪
を
楽
し
ん
で
み
ま

　
せ
ん
か
。
き
っ
と
「
今
度
は
ど
こ
の
ス
キ
i
場
へ
行
こ
う
か
」

　
な
ん
て
考
え
て
い
る
自
分
を
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

るさと会

　12月31日午後及び元旦は全

休館となります．
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～100年後の人たちに贈る

　タイムカブセル、

　未来へのメッセージと贈り物￥

　アイデアを募集しています～

　県では、『にいがた「緑」の百

年物語』県民運動をすすめてい

ます。そして、そのスタートと

なる新潟2001年宇宙の旅のイベ

ントを開催します。あなたのメッ

セージやアイデアを募集してい

ます。詳しい要項は役場3階企

画振興課窓口にも用意してあり

ますのでご利用ください。

○問い合わせ及び応募先

　〒950－8570県庁企画調整部企

画課内21世紀記念事業担当係

　　　　　（盈025－280－5219）

○職種　運転士

○人員　若干名

○入社期日　平成13年4月1日

○勤務地　営業エリア内（当面

は十日町駅または六日町運輸区）

○募集要項　詳しい募集要項は

北越急行㈱総務課へ80円切手を

添えてお申込みください。（沿線

地域内の職業安定所にもありま
す。）

○問い合わせ先

〒949－6633南魚沼君1∫六日町大

字六日町2902－1北越急行㈱総務

部総務課（盈0257－70－2820・

　　　　　圃0257－70－2825）

◇クリスマスデコレーションケー

キづくり（夜の部）

○日時　12月18日（月）18：00～

◇お正月料理（昼の部）

　手綱ずし・新巻鮭の南蛮煮・

くるみ生酢・胡麻豆腐・沢煮椀

○日時　12月22日㈹10：30～

○会場　東北電力十日町営業所

○定員　いずれも18人（申込多

数の場合は抽選）

○受講料　500円

○その他　エプロン持参

○申し込み先　十日町営業所お

客様センター（盈0257－52－3107）

○目時　1月27～28日（土・日）

○会場　県青少年研修センター

○内容

　①和凧づくりほかの工作②さ

いの神③もちつき④昔の遊び

○対象と定員

　小学校4・5・6年生150人
○費用　3，700円（食事、教材費

を含む）

○申し込み方法　電話等で申込

先まで（持ち物等の詳細も申込

み時に確認ください）

○申し込み及び問い合わせ

　県立青少年研修センターまで

（盈0256－77－2111　・圃0256－77－

2114）〒953－0012西蒲原郡巻町

越前浜5597－1

『中学生・高校生のための春休

み海外派遣事業』

○期間．平成13年3月25日（日）～

4月7日（』D14日間

○対象　中学1年～高校3年生

○派遣先　オーストラリア・

ニュージーランド・アメリカ・

カナダ・イギリス

○内容　ホームステイ、学校体

験他人員各コース20～30人

○参加費　38万～40万円

○締め切り

　平成13年2月5日（月）

南の島丸ごと体験学校

　　　　　　～サイパン編～

○期間　平成13年3月27日（幻～

3月30日㈹4日間

○対象　小学4年～中学3年生

○派遣先

　北マリアナ連邦サイパン

○内容

　海での活動・学校訪問他

○人員　150人

○参加費　12万～14万円

○締め切り

　平成13年2月16日働

○問い合わせ及び資料の請求先

　（助国際青少年研修協会（暦03－

3359－8421）〒160－OOO4新宿区

四谷2－11大村ビル3階

○期問　12月24日（日）まで

○開館時間

　9：00～17：00・（月曜イ木館）

○内容　20世紀にその名を刻む

約30人の代表作200点と「20世紀

の人たち」と題したポートレー

ト60点をあわせて展示します。

○問い合わせ　新潟県立近代美

術館（盈0258－28－4111）長岡市

宮関町居278－14

　飲食店や給食施設で働いてい

る調理師は、調理師法により2

年ごとに就業届を提出すること

が義務づけられています。

○届出が必要な調理師

　飲食店営業、魚介類販売業、

そうざい製造業で働く調理師学

校、病院、事業所、社会福祉及

び老人保健施設、その他給食施

設で働く調理師

○届出の方法　平成12年12月31

日現在の状況を就業状況調理師

業務従事者届に記入

○締切日　平成13年1月15日

○問い合わせ　新潟県調理師会

本部及び支部または保健所　東

頸城支部〒942－1435松之山町天

水越88－22明星旅館内

（奮6－2544・圃6－2582）

◇新潟県最低賃金

○日額5，089円
　1時間（時間給の場合）637円
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【12・1月】行事カレンダー

吃
／
2
0

水 大安 6 土 大安 小寒

21 木 赤口 簸㌶麟・ i繋織．灘嚇麟i鱗講灘灘難
、i騨難織灘醗1

22 金 先勝

心配ごと相談デイサービスセンター

　　　　　　9：00～（担：柳）
冬至

小学校2学期終業式

雛 灘 ．難鱗『

織灘徽霞．

猿獺懸灘灘鞭i饗繍灘鑛i難轟螢簸
鐵藩騰…濡難騰謬療縷雛

欝『 盤 一饗翻． 驚議纏麟・ 9 火 友引 小学校3学期始業式

・灘．、欝 一灘類 i』 10 水 先負

25 月 仏滅 消防年末特別警戒（～27日） l　I 木 仏滅
麻しん予防接種総合センター

　　　　　　　　　1：30～2：00

26 火 赤口
心配ごと相談デイサービスセンター

　　　　　9：00～（担：斎藤）
12 金 大安

心配ごと相談デイサービスセンター

　　　　　9：00～（担：鈴木）

27 水 先勝・ 13 土 赤口

28 木 友引
麟
、
緩

　　『　　　　　　　　　　『

．繍纏嚢
　　　灘畿雛

繊麟灘灘醐擁灘、
　　　　・懸i顯懸i懸難霧灘鐵鍵棄・

　　　蓑、灘灘講離獺餐罐纏灘灘麟・

鱗難簸辮麟織『

29 金 先負 15 月 友引 松代町書初め展

30 土 仏滅 当番医：浦川原診療所 16 火 先負 松代町書初め展

纐
』『…鶏． 』扶驚 …灘懇臨灘欝欝蕪 17 水 仏滅

．翔・

・雛

　韮

灘 藤獺
．纈灘
．鐵義難鱗．難叢耀識蕪騰

18 木 大安

2 火 先勝 当番医：竹内クリニック 19 金 赤口
心配ごと相談デイサービスセンター
　　　　　9：00～　（担：宮沢）

3 水 友引 当番医二松之山診療所 20 土 先勝

4 木 先負
MEMO

　　　　　　　　I2月　（睦月　JANUARY）
5 金 仏滅

心配ごと相談デイサービスセンター

　　　　　9：00～（担：石黒）

・磯難繊
、。、o

　3月までの十日町情報館の主催

事業をお知らせします。各回とも

会場は情報館コンピュータ研修室、

定員は12人となっています。申し

込みは直接電話で情報館まで。

■初めてのマウス＆キーボード

内容：マウスとキーボード操作の

基本を研修／①日時1月9日（火）・

10日㈱19時～21時②2月7日休）・

8日（木）14時～16時③3月1日（湘・

2日㈹14時～16時／受講無料

■はじめてのインターネット

内容：メールの基本、webによる情

報の探し方／日時①1月1旧（木》・

12日㈹14時～16時②2月13日（火）・

14日㈱19時～21時③3月22日（木）・

23日㈹14時～16時／受講無料

■はじめてのホームページ作成

内容：ホームページ作成の基本を

HTMLエディタを使って研修／
日時①1月24日㈱・25日（胴14時～

16時②3月6日（火）・7日（肘19時～

21時／受講無料

■はじめてのword入門

内容：wordを使った文書作成／日

時①1月19日㈹19時～22時②2月

2日㈹14時～17時／受講料1，000円

■はじめてのExcel入門
内容：ExceIを使ったデータ入力や

グラフ作成／日時①1月16日（火）・

17日（掬19時～22時②2月22日（木》・

23日㈹14時～17時③3月13日（火）・

14日伽14時～17時④3月15日（木）・

16日㈹19時～22時／受講料2，000円

　
　
霧
鰹
薪
の
鷹
場

◇
県
立
自
然
科
学
館

　
　
（
盈
0
2
5
－
2
8
3
－
3
3
3
1
）

休
館
日
　
毎
週
月
曜
／
年
末
年
始
の
休
館

12
月
2
8
日
～
1
月
4
日
／
冬
の
特
別
写
真

展
「
水
辺
の
四
季
を
生
き
る
鳥
た
ち
」
1
2

月
1
6
日
ω
～
1
月
1
4
日
㈹
／
工
作
フ
ェ
ア

ー
月
6
日
ω
～
1
月
8
日
（
月
・
祝
）
希

望
者
全
員
、
材
料
費
㎜
円
／
貝
の
心
臓
の

動
き
を
観
察
し
よ
う
　
1
月
1
3
日
ω
B
時
～

15
時
3
0
分
　
電
話
に
よ
る
申
込
者
3
0
人
／

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
秘
湯
温
泉
物
語
　
雪

景
色
・
星
景
色
」
1
2
月
9
日
ω
～
／
小
中

鋤
円
・
大
人
鵬
円
（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は

小
中
㎜
円
・
大
人
㎜
円
増
し
　
幼
児
・
障

害
の
あ
る
方
は
無
料
）

◇
ド
ー
ム
中
里
き
ら
ら

（
U
モ
ー
ル
内
　
平
日
盈
0
2
5
7
－
6
3
－

4
4
7
8
／
土
・
日
・
祝
祭
日
盈
0
2
5

5
－
6
3
－
2
4
1
4
）

定
期
投
影
毎
週
日
曜
n
時
～
今
月
の
特
集

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
星
」
ツ
リ
ー
の
テ
ッ
ペ
ン

に
あ
る
星
の
意
味
は
？
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

プ
ラ
ネ
ー
2
月
2
3
日
ω
1
9
時
～
／
料
金
は
い

ず
れ
も
一
般
㎜
円
・
中
学
生
以
下
㎜
円
（
開

館
5
周
年
を
記
念
し
て
松
代
町
・
松
之
山

町
を
含
む
十
日
町
広
域
圏
の
保
育
園
、
小

中
学
校
及
び
福
祉
施
設
の
団
体
利
用
は
無

料
で
す
．
）

◇
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

　
　
（
暦
0
2
5
5
－
4
千
2
1
2
2
）

12
月
の
休
館
日
1
8
日
㈹
・
2
9
日
㈹
・
～
1

月
1
日
休
館
／
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

ー2

月
2
4
日
㈹
14
時
～
入
場
無
料

上
越
科
学
館
　
科
学
実
験
Q
＆
A
1
7
日
ω
・

23
日
㈱
・
2
4
日
㈹
／
料
金
小
中
㎜
円
・
大

人
姻
円
（
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
同
額
）
ア
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
小
中
姻
円
・
大
人
㎜
円
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県では￥2001年にタイムカブセルに入れる文を募集しています（本誌14今一）。今回は太平で昭和

55年にタイムカブセルを埋め．平成7年に掘り起こしたときの「言葉Jを紹介します。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘
り
起
こ

し
た
と
き
の
言
葉

　
　
　
　
　
太
平
相
沢
政
喜
さ
ん

　
1
5
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
み
ん
な
が

立
派
に
成
人
し
て
、
最
近
特
に
多
く

な
っ
た
自
然
災
害
や
交
通
事
故
の
犠

牲
に
な
る
こ
と
も
な
く
、
全
員
が
再

会
出
来
て
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
昭
和
5
4
年
に
太
平
子
ど
も
会
が
誕

生
し
て
、
翌
年
の
5
5
年
庚
申
の
年
に

ち
な
み
、
こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を

埋
め
ま
し
た
。

　
そ
の
当
時
、
み
な
さ
ん
は
幼
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
だ
で
ふ

、
麿

りました

難
還
聡
藩

　
　
　
　
　
　
1
広

　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
時

　
　
　
　
　
　
　
当

る
さ
と
の

舌
生
ヒ
こ

・
γ
ー
イ
σ

大
活
躍
を

し
て
お
り
、

思
い
出
を

た
ど
り
ま

す
と
、
1

月
に
は
太

平
雪
道

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
、
4
班
に
分
か

れ
て
行
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
第

2
ポ
イ
ン
ト
に
置
い
た
1
円
玉
か
ら

1
万
円
札
ま
で
1
枚
ず
つ
全
部
集
め

る
と
い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
？
　
と

い
う
問
題
に
道
に
迷
っ
て
計
算
し
て

い
る
時
間
が
な
く
な
り
、
㎜
兆
円
と

書
き
入
れ
た
の
は
第
ー
ス
タ
ー
ト
班

の
栄
一
、
真
也
、
清
司
、
愛
子
の
チ
ー

ム
で
す
。

　
5
月
4
日
、
1
5
年
前
の
今
日
で
す

が
、
友
の
会
で
田
野
倉
公
園
に
ピ
ク

ニ
ッ
ク
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
子
ど
も
会
の
主
催
で
す
。
計
画
を

立
て
、
子
ど
も
会
新
聞
で
呼
び
か
け
、

大
人
と
一
緒
に
炊
事
を
し
、
城
と
り

ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
遊
び
、
あ
と
か
た

ず
け
ま
で
立
派
に
し
ま
し
た
。

　
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
で
は
、
当

番
を
決
め
、
自
分
の
番
が
来
た
と
き
、

寝
過
ご
し
て
は
大
変
と
夜
中
か
ら
時

計
と
ニ
ラ
メ
ッ
コ
し
て
い
た
子
も
あ
っ

た
と
き
き
ま
す
。

　
4
8
人
が
参
加
し
た
海
水
浴
、
太
平

大
運
動
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

と
ス
キ
ー
大
会
。
そ
し
て
子
ど
も
会

だ
け
の
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
で
は
太
平
も

菅
刈
も
見
え
な
く
な
っ
た
秋
葉
山
の

テ
ッ
ペ
ン
で
、
底
の
見
え
な
い
イ
ギ

リ
間
を
命
が
け
で
乗
り
越
え
て
、
お

昼
に
食
べ
た
お
に
ぎ
り
の
味
も
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
う
一
度
昭
和
5
5
年
1
2
月
2
1
日
の

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
で
行
っ
た
キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
で
の
大
の
長
の
言

葉
を
読
み
直
し
て
み
ま
す
。

　
人
類
は
遠
い
昔
、
火
を
使
う
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
肉
を
焼
き
、
野
菜

を
煮
て
食
べ
物
の
文
化
を
つ
く
り
ま

し
た
。
薪
を
燃
や
し
て
寒
さ
か
ら
身

を
守
り
夜
の
闇
に
は
灯
り
と
し
て
使

う
こ
と
に
よ
り
今
日
の
将
来
を
築
き

ま
し
た
。
石
炭
、
石
油
、
核
燃
料
と
火

の
歴
史
は
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
が
、

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
こ
れ
ら
文
明

の
火
は
人
間
一
人
、
だ
れ
で
も
つ
く

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
国

か
ら
そ
の
燃
料
が
来
な
く
な
っ
た
ら
、

わ
た
し
た
ち
資
源
を
持
た
な
い
日
本

人
は
一
体
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
で
、
太
平
の
風
景
を
心
に
描

い
て
く
だ
さ
い
。
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。
田
ん
ぼ
や
畑
が
あ
り
ま
す
。
四

方
の
山
に
は
沢
山
の
木
が
生
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
生
命
の
源

で
す
。
田
ん
ぼ
や
畑
か
ら
食
べ
物
が

作
ら
れ
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
心
が
け
一
つ
で
永

遠
に
幸
せ
の
火
を
灯
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
み
ん
な
が
仲
良
く
こ
の

恵
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
を
持
つ
こ
と
に

誇
り
を
も
ち
、
立
派
に
成
長
し
て
く

れ
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
春
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
作
っ
た
新
た
な
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
と
対
面
す
る
1
5
年
先
に
は
、
君

た
ち
全
員
が
た
く
ま
し
い
若
者
に
成

長
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

　
こ
の
と
も
し
び
を
心
に
移
し
、
友

情
の
誓
い
と
し
て
、
共
に
励
ま
し
合

い
、
健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
信
じ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
力
づ
よ
く
生
き
て
く

だ
さ
い
。
（
当
時
の
太
平
子
供
会
育
成

会
会
長
と
し
て
）

紹介します

都
道
府
県
対
抗
駅
伝
に
出
場
が

決
ま
っ
た
五
十
嵐
真
悟
君

　
　
　
　
　
（
松
代
中
3
・
松
代
）

　
n
月
2
3
日
新
潟
市
陸
上
競
技
場
で

行
わ
れ
た
新
潟
県
予
選
会
の
中
学
男

子
3
千
㌶
で
8
分
54
秒
2
と
た
だ
1

人
8
分
台
を
マ
ー
ク
し
て
優
勝
。
全

国
大
会
初
代
表
に
選
ば
れ
、
1
2
月
か

ら
す
で
に
合
同
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
五
十
嵐
選
手
は
「
高
校
生
、
一

般
の
選
手
の
方
と
一
緒
に
練
習
す
る

の
で
、
自
分
に
な
い
も
の
を
吸
収
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

大
会
に
向
け
て
意
欲
的
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
全
国
大

　
　
　
　
　
　
　
会
は
平
成
1
3
年
1

月
2
1
日
広
島
市
を

会
場
に
行
わ
れ
ま

す
。
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
！
応
援

し
て
い
ま
す
。

圃匿晦團回
　（10月26日～11月25日）

幸せ多い人生を（婚姻）

博樹・斉木　　愛さん

　　　（松代・まんば）

萬羽

元気な良い子に（出生）

　　　スミ　レ
菊地　純礼筏・勝美・真由美さん

（松代・女の子・下町住宅A棟）
　　　ア　イ
関谷　雅衣筏・武久・由美子さん

　（菅刈・女の子・たついん〉

ご冥福をお祈りします（死亡）

小島　浅夫さん　　　　　　46歳

　　　　　（犬伏・きちいん）

齊木　直樹さん　　　　　　31歳

　　（松代・しんでんさいき）

山賀　シンさん　　　　　　69歳

　　　　　（小荒戸・おけや）

米持　幸夫さん　　　　　　73歳

　　　　　　（室野・じぜん〉

米持　ヤイさん　　　　　90歳

　　　（室野・さんのうした）

中村　金蔵さん　　　　　　76歳

　　　　　（松代・きよしや）

小堺　サクさん　　　　　75歳

　　　　　（室野・たんぼや）

圃
園
國
囹

　
昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
こ
と
。
仕
事
を
片
付

け
．
夜
9
時
ご
ろ
ト
ボ
ト
ボ
と
本
町
通
り
を
歩

い
て
い
た
ら
．
道
の
反
対
側
か
ら
「
さ
よ
う
な

ら
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ビ
ツ
ク
リ
。
と
つ
さ
に

「
寒
い
ね
、
お
や
す
み
な
さ
い
」
と
言
葉
を
返

し
ま
し
た
。
見
る
と
田
親
と
手
を
つ
な
い
で
歩

く
女
の
子
で
し
た
。
雪
が
ち
ら
つ
く
中
．
顔
は

見
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
￥
温
か
な
気
分
に
な
っ

た
ク
リ
ス
マ
ス
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

翌
日
こ
の
話
を
子
ど
も
に
し
た
ら
「
サ
ン
タ
さ

ん
を
迎
え
に
行
っ
た
の
か
な
」
と
≡
ロ
。

　ムフ

年
は
ど
ん
な
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
る
で
し
よ

う
か
？
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　男　　2，154人　　（一6人）

　女2，226人（一2人）
　計　　4，380人　　（一8人）

世帯数1，481世帯（＋1世帯）

　出生3人　　死亡6人
　転入4人　　転出9人
　　　（12年11月末日現在）

　　人ロの動き一

い
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